
　　　　

令和６ 年 3 月 31 日

8 時 30 分から 18 時 00 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等 〇避難訓練〇収穫体験〇季節に応じた活動（お正月・節分・夏の水遊び・クリスマス会等）〇卒業生を送る会〇長期休み中の買い物体験

家族支援
〇家庭での困りごとに対する助言やサポート

〇延長サービス
移行支援 〇学校、関係機関との連携

地域支援・地域連携
〇地域のスーパー・近隣の飲食店に買い物

〇小美玉市みのーれ内で活動・ボランティアと交流
職員の質の向上

〇一人一人の児童に対する担当者会議の実施

〇事業所内研修（虐待・身体拘束・感染症・防災・個別検討会議等）

〇外部研修への派遣

支　援　内　容

本

人

支

援

〇基本的生活スキルの習得…自ら身の回りを清潔にし、整理整頓ができるよう支援する

〇生活のリズムや生活習慣の形成…１日のスケジュールを提示し、時間を意識しながら行動することで、生活リズムを自然と身に着けていく

〇構造化を意識した部屋のレイアウト…視覚的に「どこに何があるか」「どこでするか」を具体的に表示

〇視覚・聴覚・触覚・嗅覚・固有覚・前庭覚などの感覚活動…粗大運動（体づくり、ジャンプ、ボール遊び等）や微細運動（つかむ、引っ張る、はめる等）を通して基本的な動作の

向上をを目指す・戸外遊び・バランスボールでの姿勢保持等

〇季節を感じる壁画療育…様々な材料を使い指先の感覚を体験し、視覚的にも楽しめる内容

〇カレンダーワーク…日付・天気・気温の把握と確認による感覚・数の認知形成をする

〇スケジュールの自己選択・自己決定…視覚ツールを用いてスケジュール決めを自身で行い、見通しを持って自主的に行動できるよう促す

〇視覚ツールを用いた支援…児童の特性・ストレングスを活かし、イラストやタイマーを用いる等、児童に合わせた支援を行う

〇グループ療育によるコミュニケーション支援…帰りの会で活動振り返りと気持ちをプレゼンテーションして言語表出・受容

〇児童に合わせたコミュニケーション支援…ペクスの導入、指差しや身振りを交えた意思疎通の支援

〇その他…様々な人とコミュニケーションが取れるよう、何気ない会話や日常会話を積極的に行う

〇人間関係の形成・集団への参加…イベントや工場見学等に参加して、基本的な人との関り方・集団での活動スキルを身に着ける

〇買い物支援…実際にスーパー等へ買い物に行き、金銭のやり取りや商品の受け取りを経験し、外出のマナー等の理解を促す

法人（事業所）理念 元気に・楽しく・のびのびと

支援方針 〇スムーズな社会生活が実現できるようSST・学習支援・作業療育・グループ療育等で必要なスキルを身に着け、「将来に向けた自立支援」を行う

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 げんきっず　放課後等デイサービス 支援プログラム 作成日


